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休日急病診療は7ページをご覧ください
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イベント名 日　時 内　容

多様な働き方セミナー
外国人雇用管理の実務と留意点�外国人雇用管理の実務と留意点�
入管法改正を踏まえて入管法改正を踏まえて

1月16日（木）・
20日（月）

午後2時～4時

外国人労働者との協働や人材活用に関して、関係
法改正の内容、雇用から育成・定着に至るまでの
ノウハウ、労務管理上の留意点を分かりやすく解
説します
t�すでに外国人労働者を雇用している・新たに雇
用を検討している事業者、中小企業の人事労務
担当者、関心のある方
k�毎熊典子さん（特定社会保険労務士）　c60人

使用者向けセミナー
高年齢者雇用をめぐる法律と実務�高年齢者雇用をめぐる法律と実務�
生涯現役世代の実現に向けて生涯現役世代の実現に向けて

1月17日（金）・
21日（火）

午後2時～4時

企業が高年齢者の人材活用のあり方を見直し、環
境整備をしていくため、各種課題・法的論点・高
年齢者等の活用事例などを学びます
t�事業者、企業の人事労務担当者、関心のある方
k�渡辺葉子さん（特定社会保険労務士）　c100人

労働者向けセミナー
労働条件の不利益変更について学ぶ�労働条件の不利益変更について学ぶ�
真の働き方改革を実現するために真の働き方改革を実現するために

2月4日（火）・
5日（水）

午後6時30分～
8時30分

労働者が意欲を持って働き続けられる労働条件を
確保し、真の働き方改革を推進するために留意す
べきポイントを学びます
t�労働者、関心のある方
k小川英郎さん（弁護士）　c100人
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　新春恒例の消防団出初式では、市消防団（水村団長以下87人）と国分寺消防署が参加
し、はしご車の展示、消防団指揮車とポンプ車が分列行進・一斉放水を行うなど、日頃
の訓練成果を披露します。当日は午前8時から市内6か所の分団詰め所で打鐘します。

→防災安全課（内373）

国分寺市消防団国分寺市消防団出初出初式式
▼出初式に臨む消防団員

▲一斉放水

1月7日（火）午前10時～
一中校庭※荒天の場合は体育館

■共通事項　b国分寺労政会館　e無料
m�電話・v（042）323-8512またはhhttps://www.hataraku.
metro.tokyo.jp/で、都労働相談情報センター国分寺事務所
☎（042）323-8511へ※先着順

→経済課（内351）

国分寺市制施行55周年記念 文化講座　もっと知りたいシリーズ8文化講座　もっと知りたいシリーズ8

まちの植物のせかいまちの植物のせかい
国分寺国分寺のの路上路上でで見つけたちいさな美見つけたちいさな美とと驚き驚き

2月2日（日）午後2時～（開場＝1時30分）
リオンホール（ｃｏｃｏｂｕｎｊｉ　Ｗ ＥＳＴ5階）

　市内在住の植物観察家が、小さな美と驚きにあふ
れた、街の植物の世界を紹介します。
tどなたでも　k鈴木純さん　c200人　e無料
m�1月2日（木）～24日（金）にまちの植物のせかい参加
希望・参加者全員の住所・氏名（ふりがな）・年齢・
電話番号・代表者の返信宛名を明記し、往復はが
き（消印有効）またはabunkashinkou@city.ko�
kubunji.tokyo.jpで〒185-0012本町3-1-1ｃｏｃｏ
ｂｕｎｊｉ　 ＷＥＳＴ5階文化振興課へ※先着順。1つの申
し込みで2人まで応募可
協力市文化振興市民会議　z手話通訳あり

→文化振興課☎（042）313-8182

　本講演に併せて、講師が
主に市内で撮影した、街の
植物の写真を展示します。
y�2月1日（土）・2日（日）午前
9時～午後10時
b�ｃｏｃｏｂｕｎｊｉプラザホワイ
エ・セミナールーム（ｃｏｃ
ｏｂｕｎｊｉ　 ＷＥＳＴ5階）※セ
ミナールームは2日のみ

まちの植物の写真展まちの植物の写真展
講師紹介植物観察家。東
京農業大学で造園学を学
んだのち、中国で砂漠緑
化活動に従事する。徒歩
10分の道のりを100分
かけて歩く植物観察会を
中心に、保育の現場や地
域おこしなど幅広く活
動。著書に「そんなふう
に生きていたのね　まち
の植物のせかい」鈴木純さん

「そんなふうに生きていたのね　
まちの植物のせかい」雷鳥社刊

　市内には東京消防庁国分寺消防署のほ
かに市の消防防災機関として市消防団が
あります。消防団は本部4人（団長1人・
副団長3人）と6個分団（定数各15人）か
らなり、普段はそれぞれのなりわいを営
むかたわら、いざというときには昼夜を
問わず出動し、活動にあたります。火災
時の出場だけでなく、緊急確認や危険排
除、風水害の対策活動など多岐にわたり、
市民が安心して暮らせるように活動して
います。

市消防団
　消防団は災害時に迅速かつ適確に活動
できるようにするため、主に平日夜間に
訓練を行っています。訓練中はポンプ車
の操作音や号令などでご迷惑をおかけし
ます。また、月3回程度各分団の受け持
ち区域内を消防ポンプ車の警鐘を鳴らし
ながら、火災予防などの広報活動を行っ
ています。ご理解・ご協力をお願いします。

市消防団の活動にご協力をお願いします

経済課から経済課から


